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学術俯瞰講義での数学も3回目になりました 

第1回 数理の世界 
第2回 数学を創る 
第3回 国境なき数学 
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数学に関する余談（常識） 

ヨーロッパ中世の自由７学科 
   論理学、文法、修辞学 
 
マテマ４学科 
   幾何学、算術、天文学、音楽 
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数学の３つの形 

数学、数楽、数が苦 
 
言語としての数学 
道具としての数学 
対象としての数学 
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「自然という本は
数学という言葉
で書かれている」 

Galileo Galilei 
1564-1642 
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「数学は、 
人類が持っている 
最も厳密な言葉である」 

益川 敏英 
1940/02/07- 
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Wikipediaより転載 
http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:Toshihide_Masukawa-
press_conference_Dec_07th,_2008-2.jpg 
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学術俯瞰講義 
「国境なき数学」 
 －ことばを越えて社会とともに－ 

2011年度冬学期 
第1回「歴史の中を貫く数学」 
2011/10/12 岡本和夫 
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授業のプラン 

数学の広がりを、古典的な題材を選んで
振り返ってみよう。 

 
   併せて 
 数学とはどんな学問か考えてみよう。 
 諸科学と数学の関係を考えてみよう。 
 
 数学史の授業ではありません。 
 むしろ、現代に生きる古典を見よう。 
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3つの軸 
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数学の歴史的発展を平面的に描けば･･････ 

22 



例えば天才が現れて･･････ 

それが広がっていく･･････ 
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Evaliste Galois 
1811/10/25-1832/05/31 
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Wikimedia Commonsより転載(2011/10/18) 
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Evariste_galois.jpg 

加藤文元著 
『ガロア－天才数学者の生涯』 
中公新書、2010年 



算数で難しい 
ことは何でし 
ょうか？ 

自分史を 
振り返って 
みましょう 
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分数のかけ算と割り算 
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かけ算と同じルールでも・・・ 
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比の値 
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計算が形式化 
することで 
幅が広がる。 

中学校数学では 
量ではない数 
を初めて知る。 
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そして、高等学校 

「複素平面」の応用 
 から 
 調和振動の方程式 

複素数の役割 
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複素数の不思議 

 複素数       は人工的な数 
 二次方程式      の根は虚な数 
 根の公式がいつでも使える 
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因数分解らしい公式 
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右辺を展開すると 
確かに成り立つ 
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三次方程式の根の公式 
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この因数分解から 
三次方程式の根の公式 

が出る！ 
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複素数は何を表しているか。 

数は量と対応している。 
複素数はどのような「量」をあらわす
のか？ 

代数ばかりではなく、解析学で複素数
をみる。 

のちほど、簡単な物理モデルを取り上
げましょう 
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Carl Friedrich Gauss 
1777-1855 
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複素平面 
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数学のお作法です！ 
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もっとも美しい等式 

01=+πie

Leonhard Euler 
1707-1783 

42 Wikipediaより転載(2011/10/25) 
http://ja.wikipedia.org/wiki/ファイル:Leonhard_Euler_2.jpg 



複素数の極表示 
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少し深入りして、 
複素平面の幾何学を少々 

平面幾何を複素平面上で考える 
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Euclid of Alexandria 
BC 325(?)-BC 265(?) 
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シムソンの定理 

、は一直線上にある。、、足

から下ろした垂線の点円周上の

、と異なる、、その延長上に、
の各辺あるいは円に内接する
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自然科学と数学の関係 
を見ていきますが、 
その前に・・・ 
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一番大切なこと！ 

あなたは 
数学が好きですか？ 
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得意 

不得意 

好き 

嫌い 
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小学校 

中学校 

高等学校 

得意 

嫌い 

好き 

不得意 
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個人的には･･･ 

高等学校の頃は、数学は好きで
したが、歴史学はもっと好きで
した。 

物理学は大学に入ってからも嫌
いでした。 

数学を専門に勉強するように
なってから、物理学が好きにな
りました。 

数学科の授業で不得意な分野が
専門になりました。 

私の専門は物理数学です。 
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数学の役割 

数学は役に立つ？ 
立たない？ 
 
「役に立つ」とは危険なお言葉！ 
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あなたはどう思いますか？ 

数学は社会に必要で
しょうか？ 
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必要 不要 

楽しい 

苦しい 
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セキュリティーを支える基本定理 

ユークリッドの互除法 
 
 
中国剰余定理 

その数はいくつ？

余る。で割ると

余り、で割ると余り、で割ると
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ユークリッドの互除法 

とすることが出来る。

を選んでと適当な整数

とするとの最大公約数をと
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日本の西洋数学 

江戸時代後期から入ってきたが、本格的には
明治以降 

教育上の要請もあって、海軍を中心に訳語を
制定、数学、函数など。 

菊池大麓の「言文一致運動」 
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菊池大麓 
1855-1917 
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Wikipediaより転載
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/thumb/3/3b/Kikuchi_Dairoku.jpg/
461px-Kikuchi_Dairoku.jpg 
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近代日本の数学の発展 

高木貞治の類体論 
   西洋に遅れること50年と言ったが･･･ 
小平邦彦の曲面論 
伊藤清の確率解析 
広中平祐の代数幾何学 
森重文の代数幾何学 
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高木貞治 
1875-1960 

69 
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数学とは何か考える 

数学とはどんな学問だろうか 
数学はどこで育ったのか 
数学は何から生まれたのか 
数学は言葉？ 
数学は道具？ 
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数学の３つの形 

数学、数楽、数が苦 
 

 
言語としての数学 
道具としての数学 
対象としての数学 
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言語としての数学の発展 

数字 
計算 
表記法 
空間認識 
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François Viete 
1540-1603 
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道具としての数学の発展 

観測 
      暦から天文学へ 
測定 
     測度から空間認識へ 
自然、とりわけ物理学 
    自然科学と時空認識 
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